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＜参加者数＞
合計：34名（＊役割者含む）
＊内訳：対面参加27名、Web参加7名

＜参加者所属施設名一覧（＊順不同）＞
近畿大学病院
大阪大学医学部附属病院
東海大学医学部付属病院
京都華頂大学
深江クリニック
日本赤十字社和歌山医療センター
神戸中央病院
淀川キリスト教病院
竹田ファミリークリニック
川西市立総合医療センター
洛陽病院
神戸市立西神戸医療センター
大阪市立総合医療センター
京都第二赤十字病院
尼崎総合医療センター
京都桂病院
貴生病院
北野病院
豊中けいじん会クリニック
古江台診療所
済生会富田林病院
和歌山県立医科大学附属病院
加古川医療センター
和歌山ろうさい病院
耳原総合病院
伊丹ガーデンズクリニック

iPTHはとにかく下げるべし



関西女性腎臓病医の会
Women Nephrologist Forum in Kansai (WNFK)

Women’s Forum (1998年3月設立）を前身とし、2012年にWNFKとして拡大。
会設立者であり、現在顧問として会を牽引、支援してくださっている武曾惠理先生の、
2つの受賞を記念し、武曾先生の“自分史”をお話しいただきました。

第55回 日本女医会 吉岡弥生賞（医学に貢献した女性医師部門）
第35回 あけぼの賞特別賞（長年の業績）
難治性ネフローゼ症候群へのLDLアフェレシス（従来のFSGSに、MNとMCNSが適応追加）

患者さんに向き合うため
生涯通じて、腎生検

（当時の腎臓内科は）ポジションのある女性がいなかった分野だった。
ひとがいないところを目指していくのはいいじゃないか。

研究者として生きていこう。フランスネッカー病院へ。
誰もサポートしてくれなかったので、フランス政府の奨学金をフランス語で受験し、合格。

フランス女性医師は、手にしたポジションを手放す人はひとりもいない

適応拡大のため、5年間厚労省を説得


